
洋沖 だより 学校だより
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今 年 も さま ざ まな 出 来 事 が あ りま した。 また 、 多 くの 人 との 出会 い

が あ りま した。 よか っ た こ と も、悪 か った こ とも、 それ らす べ て に か

か わ り合 い な が ら、 私 た ち は少 しづ つ 成 長 して い くの で しょ うか。 こ

うして、 な ん とか 無事 に一 年 を終 え る こ とに感 謝 した い気 持 ち です。

冬休 み は 、年 末 年 始 を 中心 と した休 み です 。 年 末 は、 す す は らい 、

お お は らい、 歳 市 な どの行 事 が あ ります 。 年 越 しそ ばか ら新 年 とな り、

お 雑 煮 や神 仏 へ のお参 り、 書 き初 め、双 六、 カ ル タ取 り、 七 草 な ど さ

ま ざまな行 事 が あ ります 。 そ の一 つ一 つ は、 日本 人 の 生 活 の 知恵 か ら

生 まれ た もの で す。

論 語 に 「温故 知 新 」 とい うこ とば が あ りま す。 私 た ち は新 しい こ と

は 知 ろ うと します が、 古 き もの は究 め る こ とが少 な か っ た よ うに思 え

ま す 。年 末 年 始 は 、子 ども に とって 古 き をたず ね る非 常 に よ い機 会 で

も あ ります 。 そ の た め に は、親 や 教 師 が まず これ らの行 事 の意 義 を正

し く把 握 して い な けれ ば な りま せ ん。 ま た、 これ らの行 事 を通 して 、

家 事 の手伝 い 、 訪 問 時 の礼 儀 、 家族 との 団 らん の習 慣 な どを身 につ け

させ るこ とが 大 切 で す。 こ う して 、子 ど もは常 識 の あ る大 人 と して成

長 す るの で す。

年 末年 始 の休 み に あ た っ て 、有 意 義 な生 活 が 過 ごせ る よ うに 、留 意

した い項 目は次 の 通 りで す 。 ご協 力 お 願 い しま す 。

▲新年の抱負や目標を持たせる
年 末年 始 は、 一 年 の しめ く く り と、 新 しい年 の 門 出 です 。 除夜 の鐘

の音 を聞 き なが ら、 家 族 で この1年 問 を振 り返 り、 ど うで あ っ た か を

語 り合 うこ とは 意 義 の あ る こ とで す 。 そ して 、 元 日は 、新 しい気 持 ち

に な って 今 年 の 豊 富 や 目標 を立 て させ る こ とが大 切 な こ とです 。 豊 富

や 目標 は 、 抽 象 的 で な く、 具 体 的 で 実 現 可能 な もの を考 え させ る こ と

が ポイ ン トとな りま す。 ま た 、松 の 内(1月7目 まで)は 、 神社 、 お

寺 にお 参 り し、神 仏 の 前 で 一年 間 の 誓 い を立 て る。厳 粛 な気 持 ちで 、

願 い 事 や 一年 間 め 決 意 をす る。 お参 りは子 どもだ けで な く、 で きた ら

家 族 と一緒 に し、 正 月 の よい思 い 出 もっ くって あ げた い もの で す。 さ

らに2日 の 書初 め が あ ります 。 新 年 の新 鮮 な気 持 ちで 、 用 紙 に向 か っ

て 抱 負 な どを書 くの もよ い と思 い ます 。

小 さい うち か ら、 こ の よ うな行 事 に参 加 させ 、 一年 間 の ま とめ 、反

省 、 抱負 な どの 習慣 をっ け るこ とは 、健 全 育 成 の面 か ら も非 常 に大 切

な こ とです 。
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▲家の手伝いをさせる
年末 年 始 は、 掃 除 、来 客 な ど家 族 に とって も大 変 忙 しい 時 で もあ り

ます 。 家 族 の 一 員 と して 、 その 子 に あ った仕 事 の分担 、役 割 を もたせ 、

家 族 に協力 す る習慣 を 自発 的 につ け させ た い も のです 。 年 末 に は 、 さ

っ ぱ り した 気持 ちで新 年 を迎 え るた め 、 家 の 内 部 のす す や ほ こ りを は

ら うすす は らい 、 門松 、 しめ飾 り、床 の 間飾 りな どの飾 りつ けや お節

料理 をつ く るな どた く さん の 作 業 が あ ります 。 ま た 、年 始 に は 、雑煮 、

七 草 が ゆ(セ リ、ナ ズ ナ 、 ゴギ ョウ、ハ コベ ラ、 ホ トケ ノザ 、 スズ ナ 、

ス ズ シ ロ)を つ くるな ど、 古 くか らの行 事 が あ ります 。 れ らの行 事 の

意 義 を教 え 、手 伝 い を させ た い もの です 。

▲家族の団らんに参加させる
正月 に は、 毎 日の忙 しさ を忘 れ 、雑煮 や 七 草 が ゆ を食 べ な が ら、 あ

るい は、 百 人 一 首 、 トラ ンプ、 カル タ、 双 六 、副 笑 い(家 族 そ ろっ て

テ レ ビ視聴 とい うこ とで も よい)な どで 、 家 族 の 団 らん を した い もの

です 。 そ ん な 中 で 、 日頃 うとまれ て い た 親 と子 の 心の 通 じ合 い も生 ま

れ て くる と思 い ます 。 と くに、 百 入 一 首 は、 家 族 で古 典 のエ ッセ ンス

にふ れ る こ とが で き ます 。 家 族 が得 意 な 句 を暗 諦 した り、 上 の句 を読

んだ ら、 下 の句 が思 い 出 せ る よ う練 習 す る とカ ル タ会 も盛 り上 が り、

また 学校 の 百入 一 首大 会 で も良 い 成績 が とれ る よ うに な る と思 い ます 。

百人 一 首 の発 展 と して 、 身 近 な 家 族 を題 材 と して 、パ ロデ ィ調 の和 歌

をっ くる こ とを試 み るの も、 家 族 の 団 らん の 楽 し さが増 し、正 月 の よ

い 思 い 出 に な るので はな い で し ょ うか。

百 人一 首 、 トラ ンプ 、 家 族 ゲ ー ム な どを き っか けに 家族 の 団 らん を

取 り戻す よい機 会 です 。

▲行事を通しての基本的生活習慣作り
年 末年 始 に は、 来 客や 訪 問 が 多 い の で 、 き ち ん と した挨 拶 や 正 しい

言 葉 づ かい な どの礼儀 や 心 づ か い を育 て る よい機 会 で す 。 ま た、 年 賀

状 の意 義 や 書 き方 、 それ に まつ わ る話 な どを し、 きち ん と書 かせ た い

もの です 。 と くに友 達 に 出す だ け で な く、 小 学校 の先 生 や お 世 話 に な

った 人 な ど、近 況 を書 き加 えて 出す こ とな ど も教 えた い もの です 。 正

月 は とか く来 客 や訪 問 した 際 に祝 い酒 な ど とい っ て、 子 ど もに ビー ル

や 酒 をす す め る こ とが あ ります 。 こん な時 に礼 を欠 い て はい けな い と

か、 正 月 だ か ら仕方 が な い と見 逃 した りす る と、 それ が契 機 とな っ て 、

飲 酒 の癖 や 自信 が つ く こ とに な りが ちで す 。 中学 生 で あ る こ とや未 成

年 者 で あ る こ とな どを理 由 に あ げ 、毅 然 と した態 度 で 断1るこ とが 大 事

です 。

ま た、 お 年 玉 を も らえ る機 会 が多 い で す 。 も らった お 金 で 、 食 べ物

や ゲrム セ ン ター で浪 費 す るこ との ない よ う家 庭 で指 導 しな けれ ば な

りませ ん 。 で き るだ け貯 金 をす るよ うに させ た り、そ の使 いみ ち を明
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らか にす る習慣 をつ け させ る こ とが大 切 です 。 も らっ た お金 で 、盛 り

場 な どへ 行 きが ち で す。 とか くこ.のよ うな場 所 で は 、た か られ た り、

ま た 、 非 行 に傾 く子 ど もが多 い な ど毎年 のデ ー タ が示 して い ま す。 そ

こで この よ うな場 所 に は、 友 達 同 士 で生 かせ ない で、 社 会 的 に責任 の

負 え る人 と一緒 に行 かせ る。 こ うす るこ とが危 険 を未 然 に防 ぐ こ とに

な ります 。 親 は、 子 どもの行 為 を あ たた か く見 守 る と同 時 に 正 しくま

た 、厳 しくみ る こ とが 大切 です 。

正 月 は 、生活 が 不 規則 に な りが ちで すb夜 更 か し、朝 寝坊 、睡 眠 不

足 、 暴 飲 暴 食 、運 動 不 足 、外 出 か ら帰 った時 の うが い な ど休 み 中 の健

康 に留 意 す る こ とも忘れ て はい け ませ ん。
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おお き な は ちい さい は 、 .亀

ち って くる ふ って く る

ば らば ら とま た ひ と しき り 一 〇84・_、一

た ちの ぼ る けむ りの か な た

き ぎの こず えにす け るそ ら
「は るなつ あ きふ ゆ」福 音 館 書店(1984)

☆ 「お ち ば た き」 に よせ て

高 く広 が った 青 空 に の ぼ って い く煙 。 落 ち葉 焚 き の煙 が 目立 つ よ う

に な る歳 末 の こ ろ。 煙 を見 るた び 、一 年 の ほ こ りを落 と し、 庭 の落 ち

葉 を は い て火 をつ け る大 掃 除 の 光 景 が浮 か んで き ます 。

落 ち葉 焚 き って な ん だ か 心 が はず み ます 。 な んで だ ろ う と、 ふ と思

い ます 。 火 の熱 さな の か な?ど ん どん葉 っ ぱ の形 が な くな って い くお

も しろ さか な?・ … い ろい ろ 思 い ます が 、 ふ と 「火 」 そ の もの に

対 して の な ん と も言 えな い感 情 に気 づ き ます 。

火 って 、 な ん と も不 思議 な も の。 怖 い よ うな うれ しい よ うな ・璽 ・。

落 ち葉 焚 き を しな が ら、 自然 とr火 」 そ の もの を見 つ め てい た りす

る 自分 が い ます 。 消 えな い よ うに と思 って 、 ま た 落 ち 葉 を集 め 、 そ し

て 足 して い く … いつ しかrい っ ま で も消 えな い で 」 とい う願 い を

持 って る よ うです 。 それ は火 の 中 にい ろん な 思 い 出 を見 つ め て い るか

か らか も しれ ませ ん。
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洋光台第二中学校

第五回家庭教育学級
第二回学校 ・家庭 ・地域連携事業

親 子 で ス ポ ー ツ

是非、お父さん方の参加をお待ちしております.

・ 日 時 平 成!6年L月17日(土)午 前1
。0時 よ り

・場 所 洋 光台第 二 中学校

・内 容rヶ ガ防止 のた めのス トレッチ指 導」

rソ フ トボ ー ル 」 お よ び 「イ ン デ ィ ア カ 」

参加 され る方 は担 任 に、 申 し出て下 さい。

生 徒 会 役 員 選 挙

12月!2日(金)に 生徒会役員選挙 の立会演説会 と選挙が行われ

ました。そ して、次の新 しい執行委員が決ま りま した.

・執 行 委 員 長2-3

・副 執 行 委 員 長2-2『

1-2
・書 記 ・会 計2-1

・書 記1-1

・学 級 委 員 長2-2

・環 境 委 員 長2-3

・広 報 ・図 書 委 員 長2-2

・放 送 委 員 長2-3

が んば って くだ さい

農い年 妻、お 灘 え くだ さ恥.

譲 た 、来畢 も よろ し くお麟 恥 し譲す.
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